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本年度より，吉年期の中学生を対象に武道の必修化がなされた。本研究は，このような学習上の安化に鑑み，武道が中学
生の学校生活にどのような影響を及ぼすのかという点に焦点を当て，武道の学習規律に及ぼす影響について検討することを
目的としてされたものである。兵庫県ドの中学生を 4群(剣道部員・運勤部員・文化部員・鮎所属)に割り当て，学習規律
測定尺度に刻するJx:泌が求められた。分析の結果，剣道部貝は学:宵規律の総合得点、において，他の3群よりも有志に両得点、
であること，無所属群は他の3群に比べて，学習規律得点が有意に低いことがわかった。
キーワード:学校心理学，中学生，剣道，学習規律
井上 聡:兵庫教育大学大学院学校心理・発達健康教育コース Ml 干673-1421兵庫県加東市11国530-2
E-Mai: inouesatoshi304@telenet.tv 
浅川 潔ロJ:兵庫教育大学大学院人同発注教育専攻教授 干673-1494兵庫県加東市下久米942-1
E-Mail: kasa@hyogo-u.ac.jp 
古川雅止兵庫教育大学大学院高度化教育専攻教授 干673-1421兵庫県加東市11国2，007-109
E-Mail;kogawa@hyogo-u.ac.jp 
休藤美保.兵庫教育大学大学院学校心理 発注健康教育コース Ml 干673-1494兵庫県加束市下久米942-1学牛寄宿舎11-301
E-Mail;happyllchance0625@gmail.com 
尾崎高広:加束市教育委員会学校教育謀、 干679-0292兵庫県加東市川竜野1269
E-Mail;gakko-kyoiku@city.kato.lg.jp 
47 
48 学校教育学研究， 2013，第25巻
The Effect of Kendo on the Leaming Discipline 
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The present research was planned to investigate how experience of Kendo would inf1uence on the learning discipline in Junior 
High School students. Three hundred eighty-nine students from public school took part in the research. Students were assigned 
into four groups; Kendo-club member， Other sporting club m巴mber，Cultur巳 clubmemb巴rand other stud巴nts.All participants 
were asked to respond to the Learning Discipline Questionnaire (L.D.Q). Those data were analyzed on 4 (group) X 2 (gender) 
two-way ANOV As. Main finding were as follows; 
1) st吋entsbelo時 1昭 tothe kendo club showed significa凶 yhigl町 meanscores of LDQ than the other three groups. 
2) students not belonging to any after school activity club showed significantly les mean score of LDQ 
Those finding w巴rediscussed from viewpoints of school psychology 
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問題と目的
学校心理学とは，幼児から高校生までを対象に，主に
学業の発達支援，個人・社会性の発達支援・キャリアの
発達支援を行うための理論と実践の体系である(日本教
育心理学会， 2007)。本研究では，生徒への学業の発達
支援や個人・社会性の発達支援という観点から，中学校
での生徒への学習効果に及ぼす特別活動の効果について
検討することとした。
本年度より中学校の体育科，において，武道が必修化さ
れた。この点に鑑みて，その武道領域の剣道に焦点をあ
て，剣道が学習行動に及ぼす影響について検討した。中
学生の時期に剣道を学ぶことによって，学習基盤となる
学習規律にどのような影響があるのかとし寸問題点につ
いて， 3年間継続し剣道を学ぶ部活動に焦点をあて，中
学校の武道必修化を推進する資料を得ることが主たる目
的であったO
平成23年度の文部科学省の「児童生徒の問題行動等生
徒指導上の諸問題に関する調査J(文部科学省2012)で
は，中学校の暴力行為件数39282件，いじめ認知件数
30749件，不登校生徒94836人，自殺39件うち 4件がいじ
めによる自殺となっている。大津市での男子中学生の自
殺事件で，いじめが大きな社会問題となり，中学校現場
では，生徒の健全な心身の発達や人格形成が生徒指導の
大きな課題となっている。今日の社会状況を考えると，
このような課題解決のための教育実践が急務である O
とくに中学生の時期は，第二次性徴の出現により，心
身共に不安定な時期である。子どもから大人へと変化す
る心身の発達に伴い，周囲から自分がどのように見られ
ているか意識し，今まで素直にできていたことができな
くなることがある。親や大人に反抗するときでもあり，
心が大きく揺れ動く時期である O しかし，中学校を卒業
すると進路選択が迫られ，自分の生き方を考える重要な
時期でもある。中学生期の精神的な安定は，学習面はも
ちろんのこと，その後の人生に大きく影響することにも
なる O
中学校生活では，授業以外にも部活動や校外活動など，
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さまざまな教育課程がある O その中でも， 1日の学校生
活のほとんどが，教科学習の授業時間となっている O そ
の授業の中では，知識だけでなく，集団学習を通して協
調性や自制心などの多くの成長が期待される O 学校に問
題行動が多いか，落ち着いた学校であるかは，日頃の学
習の様子，学習規律を見れば感じとることができる O
学習規律とは，学習の場において決まりを守り，集団
の中で個々の学習効果に影響を与える授業成立のための
基盤である O 授業の中で，聞き方，話し方，書き方，考
え方の決まりが守られてこそ，自分の考えをまとめて発
表したり，友だちの意見を聞いて考えたり，先生の話を
聞いて実験をすることができる O そのためには，相手
(先生や友だち)の思いを考え認められること，また自
分を抑える自制心も必要となってくる O
文部科学省は， 2008年3月に学校教育法施行規則の一
部改正と中学校学習指導要領の改訂を行い， 2012年度か
ら新中学校学習指導要領の全面実施を始めた。中学校学
習指導要領(丈部科学省2008)では， I生きる力」を育
むことを目指して，保健体育科の改訂では，生涯にわたっ
て運動に親しむ資質や能力を育成する観点から，幅広く
履修できるよう， 1， 2年生で「体っくり運動j以外の
全ての領域を履修することになった。その決定を受けて，
これまで選択履修されていた武道(剣道・柔道・相撲)
がl年生及び2年生で必修化されることになった。武道学
習では，相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を守ること
ができるようにすることを目標としている O 具体的には，
相手と直接攻防するとし寸特徴があるので，相手を尊重
し合うための独自の作法，所作を守ることに取り組むこ
とを示している O そのため 自分で自分を律する克己の
心を表すものとして礼儀を守ることを学習するのである。
全日本剣道連盟(1975)は，剣道の理念を「剣の理法
の修練による人間形成の道」と定めている O 心身を錬磨
して旺盛なる気力を養い，礼節を尊び信義を重んじて誠
を尽くし，人類の平和繁栄に寄与することをその修練の
心得としている O 剣道では，勝負の場においても「礼節
を尊ぶjことが重視される O お互いを敬う心と形の礼法
指導によって，節度ある生活態度を身につけると共に，
社会の活力を高めながら 豊かな生命観を育み人間形成
の道を見出すことを目指している O
心身の発達が著しい中学生の時期に，礼節を重んじる
剣道を学ぶことにより，相手への思いやりや自己を律す
る態度の形成とその発達が期待される O 適切な情動制御
を通して，社会性や規範意識，学校適応感で他の領域の
運動種目を学ぶ中学生との違いが，保健体育学習の武道
指導の中で求められていると考えるのは妥当であろう O
中学生の運動部活動経験がもたらす自己効力感と情動
知能の発達を検討した西垣・吉川 (2005)では，運動部
所属群は非運動所属群よりも向己効力感や情動知能が高
いことが報告された。また，中学生剣道における礼法指
導後の心理的特徴の変化と競技面への適応可能性を検討
した直原・藤井・幸田・野村 (2004)では，礼法を重視
する指導を継続することで，年聞を通じたメンタルマネ
ジメントとしての効果が示唆された。これらの事実から，
礼法を重視することによって心理的な安定が得られてい
ると彼らはいう O
その自己効力感と情動知能の発達が競技面だけでなく，
学校生活の中でも影響している可能性がある O また，剣
道の礼法を重視した実践の中で養われた自律性は，多様
な側面で日常生活の基本となる学習集団の中でも統制さ
れ，学習規律への肯定的な影響が考えられる O
これまでの研究では，中学生の武道学習の効果につい
て，組織的に，そして心理学の観点からの実証研究は希
少である O そこで，本研究においては，武道としての剣
道に焦点化l，それが中学生の人格発達や社会性の発達
に及ぼす効果について検討することとした。
方法
研究参加者 兵庫県内の中学校10校， 3年生389名(男
子191名，女子198名)が協力者となった。各学校の剣道
部3年生及び抽出された3年生l学級とした。剣道部所
属 (A群)112名(男子56名，女子56名)，剣道部以外の
運動部所属(以下，運動部所属) (B群) 199名(男子
113名，女子86名)文化部所属 (C群)58名(男子8名，
女子50名)，無所属 (D群)20名(男子14名，女子6名)。
調査期間平成24年 6 月下旬~7 月下旬
質問紙 中学生の学習規律尺度は，予備的な調査とし
て， 10年か上経験した教諭，主幹教諭を対象に，各教科
指導の授業規律として大切なことを自由記述で求めた。
この資料をもとに得られた20項目の原尺度が構成された。
この尺度に対して， I常にするJIたいていするJIたま
にするJIめったにしなしづ「全くしなしづの5件法で回
答を求めた。
手続き 質問紙は，フェイスシート(学年，性別，所
属部活動)を加え，各中学校へ配布されたO 調査は，担
任教諭及び顧問教諭が教室において，集団場面で配布し，
調査者作成の手引きをもとに，教示・説明をしてから始
めた。教示は以下の通りであった。「この調査は， “中
学生の心の成長"と“部活動の種目の特性"の関連を明
らかにすることによって 健全な部活動指導，体育科の
学習指導に役立てることを目的とするために行います。」
「学校の成績とは何の関係もありません。それぞれの質
問には，正しい答え，間違った答えはありません。素直
な気持ちで答えて下さい。jこの教示のあと教室で回答
を求め，担任教諭，顧問教諭が回収した。
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結果
学習規律についての因子分析の結果 本研究の手続きを
経て，収集された学習規律データに基づき，その因子構
造を検討するために因子分析(主因子法 ブロマックス
回転)が実施された。その結果は， Table1に示す通りで
あったが，この表からも明らかなように解釈可能な 3因
子が抽出され，それぞれに，授業への積極的関与(第 I
因子)，授業への自主自律(第 2因子)，授業への準備
(第3因子)，と命名された。これらの下位尺度について，
各群で性別に，その平均得点と S.D.を整理したものが
Table2で、ある O
次に Teble2の結果に基づき 部活動に関する 4つの
群と性を要因とする 4 (群)x 2 (性)の二要因分散分
析が実施された。
その結果によれば，授業への積極的関与(第l因子)
については，群の主効果が有意であった (F二 7.74，
df二 3/381，p< .001) 0 下位分析 (Tukey法)を行ったと
ころ， A>B>C主Dという関係で有意差があることが
分かつた(不等号は有意差を示す)。授業への自主自律
( 2因子)については，群の主効果 (F二 22，73，df二
3/381， p< .001) と性の主効果 (F=10.26， df= 1/381， 
p<.Ol)が有意であった。下位分析 (Tukey法)を行っ
たところ， A>BキC>Dという関係で，性別では女子
>男子という関係で有意差があることが分かった。授業
への準備(第 3因子) については，群の主効果
(F=6.21， df=3/381， pく.001) と性の主効果 (F=6.31，
df二 1/381，pく.05)が有意で三あった。下位分析の結果は，
A>B>D， C>Dという関係で，性別では女子>男子とい
う関係で有意差があることが分かった。しかし，有意な
交互作用は認められなかった。
信頼性の検討 本尺度の内的整合性を検討するために尺
度全体で Cronbachのα係数が算出された。その結果，
全体は α二 .874で，下位尺度においては， I授業への積
極的関与jα=.820， I授業への自主自律jα=.790，
「授業への準備」 α二 .758であった O したがって，各下
位尺度おいて十分な内的一貫性が確認され， I中学生の
学習規律尺度jには一定の信頼性があることが確認され
た。
Table 1. ["中学生の学習規律尺度|の因子分析の結果 (α=.874)
因子
項目 F1 F2 F3 
【授業への積極的関与】 α=.820
12 発表時は、大きな声ではっきりと発表する 916 一.151 一.040
1 全ての授業で、積極的に発表する .855 .001 一.164 
13 授業の始まりと終わりの挨拶は、大きな声でする 706 一.078 . 113 
16 グループ(ベア)学習では、どんな友だちとなって 632 一.103 .074 
も、積f亙的にできる
10 授業中、私語をしている友だちがいたら、注意でき .4381 一.005 一.002
る
17 友だちの意見(発表)をしっかり聞いている .282 .073 
【t受業への自主自律】 α=.790
9 ノートは、黒板に書かれた内容を必ず丁寧に書く 一.049 .678 一.024
宿題は、どんなときでも必ずする .009 .640 .040 
19 授業は、静かな中で集中できるクラスがよい 一.076 .594 .018 
20 教室は、学習しやすい整った環境を意識している 124 .577 一.091
2 ※授業の準備物の忘れ物をすることがある 190 一.505 .091 
14 授業中、先生の話に、常に集中している .291 .481 .088 
8 先生の話は、先生の顔を見て聞く 209 .448 .098 
【授業への準備】 α=.758
4 授業前に、次の授業の準備をする .024 一.119 
3 授業始まりのチャイムまでに着席をする 000 一.085
5 移動教室は、早めに移動する 一.086 .235 
※逆転項目
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Table 2.部活動所属群別の「中学生の学習規律尺度」各下位尺度平均値
授業への積極的 授業への
君手 性別
剣道部所属 男子 平均値
(A群) 度数
標準偏差
女子 平均値
度数
標準偏差
合計 平均値
度数
標準偏差
運動部所属 男子 平均値
(B群) 度数
標準偏差
女子 平均値
度数
標準偏差
合計 平均値
度数
標準偏差
文化部所属 男子 平均値
(C群) 度数
標準偏差
女子 平均値
度数
標準偏差
ぷE』コ壬ロt 平均値
度数
標準偏差
無所属 男子 平均値
(D群) 度数
標準偏差
女子 平均値
度数
標準偏差
合計 平均値
度数
標準偏差
考察
武道(剣道)体験の学習規律に友ぼす影響
本研究の結果によれば，剣道部所属群の全体的な学習
規律得点が最も高くなっていることがわかった (Figure
1)0 一方，学校のいずれの部活動にも属さない生徒は，
学習規律において最も低得点を示していた。これらの傾
向は，各下位尺度の分析結果においても類似していると
いえる。
関与 自主自律 授業への準備
(第1因子) (第2因子) (第3因子)
20. 84 20. 68 13.09 
56 56 56 
3. 632 1.790 1. 761 
19.86 21目23 12.95 
56 56 56 
4. 070 1.907 1. 721 
20. 35 20. 96 13.02 
112 112 112 
3. 871 1.862 1.735 
19.26 17.83 11.94 
113 113 113 
5.032 3目640 2. 269 
18.42 18.83 12. 21 
86 86 86 
4. 536 3目434 2. 281 
18.89 18.26 12.06 
199 199 199 
4.830 3. 578 2.272 
16.88 16.63 11.63 
8 8 8 
4. 824 2. 326 2. 200 
17.10 18.68 12.76 
50 50 50 
5. 112 3.080 1.901 
17.07 18.40 12.60 
58 58 58 
5. 033 3.055 1.964 
14.43 14.93 9. 93 
14 14 14 
5.971 5. 181 4.066 
17.00 18.00 12.33 
6 6 6 
4.517 3. 225 3.777 
15.20 15.85 10.65 
20 20 20 
5. 588 4.815 4.043 
中学生の時期に剣道部に所属し，武道の礼法を重視し
た決まりに則って，仲間と共に自主的活動を行うことは，
部活動を離れた学習の場においても影響を及ぼした可能
性が考えられる O 特に今回の調査は， 3年生を調査対象
とし 6月から 7月にかけて実施された。この時期は，
部活動引退間際の時期であり，部活動として最も充実し
た時期であるため，各部活動での影響が現れやすい。中
学生の発達段階においても，剣道がスポーツと違った武
道部に所属する生徒の中には，中学校入学以前から剣道
に親しんでいる場合もあるし，部活動において剣道に従
事する時間は，必修化において生徒が従事する時間を大
きく上回る。そして何よりも 自発的に入部して剣道に
意欲的に取り組む生徒がその活動の中心に位置している
と考えるならば，この点でも授業の活動の一部として，
半強制的に剣道を学ぶ場合と，その学習規律形成及ぼす
効果を同様に考えることは妥当ではなかろう O
そこで，武道必修化の剣道授業では， 10~13時間の短
期間で学習することになるが，本研究で得られた学習規
律を形成する要因，授業への積極性，自主自律，準備を
剣道の伝統的な作法を学習する中で，武道としての指導
ができれば，剣道指導は，新学習指導要領の目標となる
「生きる力」を育む効果的な教材となることが考えられ
る。
今後，中学校の武道必修化では，指導する教員が武道
の特性や伝統文化を尊重しながら，剣道の技能を通して，
その先にある人間形成を目指した学習指導が求められる
と考えることは妥当である O
学校教育学研究， 20日，第25巻
道としての認識のもとで活動されてきていたことが考え
られる O
授業への積極的関与司自主自律，準備について
上記の下位尺度ごとの分析についても，剣道部に所属
した生徒の得点が高いことは Tab1e2からも明らかであ
るO 授業への積極的な態度や，集団の中で自己を律する
態度(自主自律)，そして授業への余念のない準備など
は，生徒の学業の発達を考える上で不可欠なことであろ
うO そうであるならば，剣道部に所属して活動を続ける
ということは，技の習得にとどまらず，学業の発達支援
としてもこの活動が機能している可能性を示唆するもの
といえる O
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